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教
育
基
本
法
案
に
関
す
る
質
問
主
意
書

教
育
基
本
法
案
（
以
下
「
法
案
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

「
国
を
愛
す
る
心
」
ま
た
は
「
国
を
愛
す
る
態
度
」
に
つ
い
て
問
う
。

（
�
）

法
案
第
二
条
第
五
号
で
は
「
我
が
国
と
郷
土
を
愛
す
る
（
中
略
）
態
度
を
養
う
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
安
倍
総

理
は
、
「
我
が
国
と
郷
土
を
愛
す
る
心
と
態
度
は
一
体
の
も
の
と
し
て
養
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
」
（
十
一
月

十
七
日
参
議
院
本
会
議
）
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
初
等
中
等
教
育
に
お
い
て
国
を
愛
す
る
心
を
養
う
教
育
が
行
わ
れ

る
も
の
と
考
え
て
よ
い
か
。

（
�
）

現
行
の
小
・
中
学
校
の
学
習
指
導
要
領
で
は
「
国
を
愛
す
る
心
」
「
国
を
愛
す
る
心
情
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る

が
、
法
改
正
後
、
こ
の
学
習
指
導
要
領
の
「
心
」
の
表
現
は
存
続
さ
れ
る
の
か
。
ま
た
、
現
行
の
高
等
学
校
学
習
指

導
要
領
に
は
同
様
の
規
定
が
な
い
が
、
高
等
学
校
に
つ
い
て
は
新
た
に
規
定
を
設
け
る
の
か
。

（
�
）

「
国
を
愛
す
る
心
」
「
国
を
愛
す
る
態
度
」
の
教
育
に
つ
い
て
、
指
導
資
料
を
文
部
科
学
省
で
作
成
す
る
考
え
は

あ
る
か
。

（
�
）

教
育
指
導
と
評
価
は
一
体
と
考
え
る
。
「
国
を
愛
す
る
態
度
」
の
評
価
に
つ
い
て
、
安
倍
総
理
は
「
我
が
国
の
歴

一



史
や
文
化
や
伝
統
あ
る
い
は
偉
人
の
業
績
等
々
に
つ
い
て
、
ま
た
故
郷
の
地
域
の
素
晴
ら
し
さ
等
々
を
調
べ
る
、
そ

う
い
う
調
査
を
す
る
、
学
習
す
る
と
い
う
態
度
に
つ
い
て
の
、
そ
れ
は
評
価
を
す
る
と
い
う
の
は
こ
れ
は
当
然
」

（
十
一
月
二
十
二
日
参
議
院
教
育
基
本
法
に
関
す
る
特
別
委
員
会
）
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
評
価
の
方
法
を
政
府
は

ど
の
よ
う
に
示
し
て
い
く
方
針
な
の
か
。
ま
た
、
通
知
表
で
評
価
す
る
こ
と
は
問
題
な
い
と
考
え
る
か
。

（
�
）

国
際
的
な
観
点
に
立
っ
て
、
愛
国
心
教
育
の
指
導
内
容
、
評
価
の
仕
組
み
を
実
態
調
査
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

二

「
宗
教
教
育
」
に
つ
い
て
問
う
。

（
�
）

法
案
第
二
条
第
一
号
で
は
「
豊
か
な
情
操
と
道
徳
心
」
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
一
般
に
「
情
操
」
の
概
念
と
し

て
、
美
的
情
操
、
知
的
情
操
、
道
徳
的
情
操
、
宗
教
的
情
操
な
ど
が
含
ま
れ
る
と
す
る
の
が
通
説
だ
が
、
法
案
の

「
情
操
」
に
は
「
宗
教
的
情
操
」
の
概
念
も
含
ま
れ
る
の
か
。

（
�
）

政
府
は
衆
議
院
教
育
基
本
法
に
関
す
る
特
別
委
員
会
に
お
け
る
十
一
月
十
五
日
締
め
く
く
り
総
括
質
疑
で
「
宗
教

的
態
度
の
涵
養
と
い
う
の
は
ぜ
ひ
必
要
」
と
答
弁
し
た
。
こ
れ
ま
で
「
心
と
態
度
は
一
体
」
と
答
弁
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
「
宗
教
的
態
度
」
を
養
う
際
も
、
心
、
情
操
が
一
体
と
な
っ
て
指
導
さ
れ
る
も
の
と
理
解
し
て
よ
い
か
。

（
�
）

平
成
十
五
年
中
教
審
答
申
で
は
「
宗
教
的
情
操
教
育
」
は
「
道
徳
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

二



こ
の
た
び
の
改
正
案
に
は
明
記
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
従
来
ど
お
り
実
施
で
き
る
も
の
と
解
し
て
相
違
な
い
か
。

（
�
）

伊
吹
文
明
文
部
科
学
大
臣
は
、
衆
議
院
教
育
基
本
法
に
関
す
る
特
別
委
員
会
で
の
十
一
月
十
五
日
締
め
く
く
り
総

括
質
疑
に
お
い
て
、
「
宗
教
的
態
度
の
涵
養
」
が
「
道
徳
そ
の
他
に
つ
な
が
っ
て
い
く
、
こ
う
い
う
理
解
で
や
ら
せ

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
道
徳
教
育
の
中
に
お
け
る
宗
教
の
重
要
性
を
語
っ
た
も
の
と
解
し
て
相

違
な
い
か
。

（
�
）

歴
代
内
閣
の
文
部
大
臣
・
文
部
科
学
大
臣
は
国
会
で
宗
教
的
情
操
教
育
の
重
要
性
を
答
弁
し
て
い
る
。
（
平
成
七

年
十
一
月
二
十
二
日
島
村
宜
伸
文
部
大
臣
参
議
院
本
会
議
、
平
成
九
年
五
月
二
十
六
日
小
杉
隆
文
部
大
臣
衆
議
院
決

算
委
員
会
第
二
分
科
会
、
平
成
十
二
年
四
月
十
九
日
中
曽
根
弘
文
文
部
大
臣
衆
議
院
文
教
委
員
会
、
平
成
十
三
年
二

月
二
十
七
日
町
村
�
孝
文
部
科
学
大
臣
衆
議
院
文
部
科
学
委
員
会
な
ど
）
政
府
は
今
回
の
改
正
案
に
規
定
し
な
か
っ

た
理
由
を
「
多
義
的
」
と
し
た
が
、
従
来
の
政
府
答
弁
か
ら
解
釈
を
変
更
し
た
の
か
。

（
�
）

給
食
前
後
の
合
掌
、
地
域
の
伝
統
行
事
や
祭
礼
へ
の
参
加
、
寺
社
仏
閣
の
拝
観
、
座
禅
体
験
、
寺
社
の
清
掃
奉
仕

活
動
な
ど
は
、
そ
れ
が
特
定
宗
教
の
教
義
、
信
仰
を
強
制
す
る
も
の
で
な
い
限
り
に
お
い
て
教
育
活
動
と
し
て
許
容

さ
れ
る
と
考
え
る
が
政
府
の
認
識
を
問
う
。

三



（
�
）

同
様
に
国
語
、
音
楽
な
ど
に
お
い
て
、
宗
教
を
題
材
と
し
た
教
典
や
説
話
、
宗
教
曲
な
ど
は
、
そ
れ
が
教
義
を
植

え
つ
け
る
も
の
で
な
い
限
り
、
教
材
と
し
て
用
い
る
こ
と
は
許
容
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
る
が
如
何
。

（
�
）

政
府
が
許
容
さ
れ
る
「
宗
教
教
育
」
に
関
す
る
具
体
的
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
、
現
場
の
教
職
員
、
宗
教
関
係

者
の
参
考
に
資
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

（
�
）

宗
教
教
育
の
指
導
内
容
、
評
価
の
仕
組
み
を
確
立
す
る
た
め
国
際
的
な
実
態
調
査
を
行
う
考
え
は
あ
る
か
。

（
��
）

平
成
十
二
年
の
教
育
改
革
国
民
会
議
で
は
、
「
道
徳
」
の
教
科
化
が
提
案
さ
れ
て
い
る
が
、
政
府
内
で
の
検
討
状

況
を
問
う
。

三

教
育
行
政
及
び
「
不
当
な
支
配
」
に
つ
い
て
問
う
。

（
�
）

「
不
当
な
支
配
」
と
は
、
具
体
的
に
何
を
指
し
、
ど
の
よ
う
な
状
態
と
な
る
こ
と
か
。

（
�
）

法
に
基
づ
く
適
正
な
教
育
行
政
は
「
不
当
な
支
配
」
と
な
る
か
。

（
�
）

「
不
当
な
支
配
」
を
実
行
す
る
主
体
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
も
の
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

（
�
）

「
教
育
行
政
」
の
条
文
改
正
に
伴
い
、
都
道
府
県
、
市
町
村
に
対
し
て
改
訂
の
趣
旨
を
周
知
徹
底
す
る
か
。

（
	
）

政
府
は
、
「
学
習
指
導
要
領
」
の
法
的
拘
束
力
に
つ
い
て
、
「
法
を
構
成
す
る
一
部
」
と
答
弁
し
て
い
る
。
こ
の

四



法
的
拘
束
力
は
、
「
学
習
指
導
要
領
」
が
規
定
す
る
各
教
科
各
科
目
の
「
目
標
」
、
「
教
育
内
容
」
、
「
内
容
の
取

り
扱
い
」
等
を
も
包
含
す
る
の
か
。

（
�
）

地
方
教
育
行
政
当
局
と
民
間
運
動
団
体
の
間
に
結
ば
れ
た
「
協
定
書
」
「
確
認
書
」
「
覚
書
」
な
ど
は
、
国
民
全

体
の
意
思
に
基
づ
か
な
い
も
の
で
あ
る
以
上
、
「
不
当
な
支
配
」
に
該
当
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
直
ち
に
無
効
と
す
べ

き
も
の
で
あ
り
、
か
つ
今
後
一
切
締
結
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
が
、
そ
の
点
政
府
は
地
方
教
育
行
政
当
局

に
周
知
徹
底
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

（
�
）

「
い
じ
め
」
「
履
修
逃
れ
」
問
題
で
明
ら
か
と
な
っ
た
、
学
校
か
ら
教
育
委
員
会
及
び
教
育
委
員
会
か
ら
文
部
科

学
省
へ
の
虚
偽
の
報
告
に
つ
い
て
、
現
行
の
指
導
助
言
体
制
に
欠
陥
が
あ
る
と
考
え
る
。
国
と
地
方
の
縦
の
権
限
関

係
の
改
善
に
つ
い
て
の
認
識
や
如
何
に
。

（
�
）

教
育
行
政
に
限
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
統
治
行
為
に
お
い
て
「
不
当
な
支
配
」
と
い
う
も
の
は
存
在
す
る
。
こ
の
よ
う

な
規
定
を
置
く
の
は
「
教
育
基
本
法
」
だ
け
で
あ
る
が
、
様
々
な
解
釈
論
争
を
生
み
、
教
育
裁
判
の
拠
り
所
と
な
っ

た
こ
の
言
葉
を
残
し
た
理
由
は
何
か
。

右
質
問
す
る
。

五


